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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年10月24日(2013.10.24)

【公開番号】特開2013-229(P2013-229A)
【公開日】平成25年1月7日(2013.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-001
【出願番号】特願2011-132411(P2011-132411)
【国際特許分類】
   Ａ４７Ｃ   1/025    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４７Ｃ   1/025   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月6日(2013.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートクッション及びシートバックのいずれか一方に固定され、少なくとも一対の相対
向するガイド壁を有する第１アームと、
　前記シートクッション及び前記シートバックの他方に固定される第２アームであって、
該第２アームは、回転軸線の周りに回転可能に前記第１アームに支持され、前記回転軸線
を中心とする径方向の内側へ向かって形成された複数の内歯を有する前記第２アームと、
　前記第２アームの内歯に噛合可能であり、かつ径方向外側へ向かって形成された複数の
外歯を有する少なくとも一つのポールであって、前記各ポールは、前記各対のガイド壁の
間に配置されて、該ガイド壁によって径方向に沿った移動が案内される前記ポールと、
　前記ポールに係合するとともに、前記回転軸線の周りに正方向および逆方向に選択的に
回転可能なカムであって、前記カムが前記正方向に回転するとき、前記各ポールを径方向
外側へ向かって移動させるように押圧して、前記各ポールの外歯を前記第２アームの内歯
に噛合させ、前記カムが前記逆方向に回転するとき、前記各ポールを径方向内側へ向かっ
て移動させて、前記各ポールの外歯を前記第２アームの内歯から離間させる前記カムと、
　前記ガイド壁のうち少なくとも一つにおける径方向内側の部位に形成され、径方向内側
が前記ポールから離間するように傾斜する少なくとも一つの傾斜面と、
　前記傾斜面及び前記ポールの径方向内面の間に配置される少なくとも一つの押圧部材で
あって、前記カムが前記正方向へ回転するとき、該押圧部材は、前記カムによって径方向
外側へ向かって押圧されて、前記ポールの径方向内面を押圧することにより、該傾斜面を
有するガイド壁から前記ポールへの方向に前記ポールを押圧するとともに、前記ポールを
径方向外側へ向かって移動させ、前記カムが前記逆方向へ回転するとき、前記押圧部材は
、該カムによる押圧から解放されることで、前記ポールの径方向内面への押圧を解放して
、該ポールが径方向内側へ向かって移動することを許容する前記押圧部材と、
　前記カムを前記正方向に向けて付勢して、前記ポールを径方向外側へ向けて移動させる
付勢部材とを備えたことを特徴とする車両用シートリクライニング装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の車両用シートリクライニング装置において、
　前記押圧部材は、前記ガイド壁の各対のうちのいずれか一方にのみ配置されていること
を特徴とする車両用シートリクライニング装置。
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【請求項３】
　請求項２に記載の車両用シートリクライニング装置において、
　前記カムによって押圧される前記ポールの押圧部は、前記押圧部材を介して前記カムに
押圧される前記ポールの径方向内面の一部分と、前記カムに直接に押圧される前記ポール
の径方向内面の一つ又は二つの部分とからなり、各部分は前記ポールの径方向内面上にお
いて間隔をおいて配置されていることを特徴とする車両用シートリクライニング装置。
【請求項４】
　シートクッション及びシートバックを備える車両に設けられる車両用シートリクライニ
ング装置であって、該車両用シートリクライニング装置は、
　前記シートクッション及び前記シートバックのいずれか一方に固定され、一対の相対向
するガイド壁を有し、且つ円形状をなす第１アームと、
　前記シートクッション及び前記シートバックの他方に固定され、第１歯を有し、前記第
１アームに回転自在に支持される第２アームと、
　前記第１歯に噛合可能な第２歯を有し、前記ガイド壁の間に配置されて、該ガイド壁に
よって、前記第１アームにおける径方向に沿った移動が案内されるポールと、
　前記第２アームに対して正方向および逆方向に選択的に回転可能に支持され、且つ前記
ポールに係合するカムであって、前記カムが前記正方向に回転するとき、前記第１歯が前
記第２歯に噛合するように前記ポールを前記径方向に沿って移動させ、前記カムが前記逆
方向に回転するとき、前記第１歯が前記第２歯から離間するように前記ポールを前記径方
向に沿って移動させる前記カムと、
　前記第１アームの径方向内側において前記ガイド壁の一方に形成され、かつ前記第１ア
ームの径方向外側から前記第１アームの径方向内側に向かって前記ポールから離間するよ
うに傾斜する傾斜面と、
　前記傾斜面と前記ポールとの間に配置される押圧部材とを備え、
　前記カムが前記正方向に回転するとき、前記押圧部材が該カムに押圧されることにより
前記ポールの面が押圧され、前記ポールは前記押圧部材の押圧により前記ガイド壁に押付
けられつつ前記一対のガイド壁に沿って移動し、前記カムが前記逆方向に回転するとき、
前記カムによる前記押圧部材への押圧が解放され、前記押圧部材による前記ポールの面へ
の押圧が解放されて、前記一対のガイド壁に沿った径方向内側に向かう前記ポールの移動
が許容されることを特徴とする車両用シートリクライニング装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記問題点を解決するために、請求項１に記載の発明は、シートクッション及びシート
バックのいずれか一方に固定され、少なくとも一対の相対向するガイド壁を有する第１ア
ームと、前記シートクッション及び前記シートバックの他方に固定される第２アームであ
って、該第２アームは、回転軸線の周りに回転可能に前記第１アームに支持され、前記回
転軸線を中心とする径方向の内側へ向かって形成された複数の内歯を有する前記第２アー
ムと、前記第２アームの内歯に噛合可能であり、かつ径方向外側へ向かって形成された複
数の外歯を有する少なくとも一つのポールであって、前記各ポールは、前記各対のガイド
壁の間に配置されて、該ガイド壁によって径方向に沿った移動が案内される前記ポールと
、前記ポールに係合するとともに、前記回転軸線の周りに正方向および逆方向に選択的に
回転可能なカムであって、前記カムが前記正方向に回転するとき、前記各ポールを径方向
外側へ向かって移動させるように押圧して、前記各ポールの外歯を前記第２アームの内歯
に噛合させ、前記カムが前記逆方向に回転するとき、前記各ポールを径方向内側へ向かっ
て移動させて、前記各ポールの外歯を前記第２アームの内歯から離間させる前記カムと、
前記ガイド壁のうち少なくとも一つにおける径方向内側の部位に形成され、径方向内側が
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前記ポールから離間するように傾斜する少なくとも一つの傾斜面と、前記傾斜面及び前記
ポールの径方向内面の間に配置される少なくとも一つの押圧部材であって、前記カムが前
記正方向へ回転するとき、該押圧部材は、前記カムによって径方向外側へ向かって押圧さ
れて、前記ポールの径方向内面を押圧することにより、該傾斜面を有するガイド壁から前
記ポールへの方向に前記ポールを押圧するとともに、前記ポールを径方向外側へ向かって
移動させ、前記カムが前記逆方向へ回転するとき、前記押圧部材は、該カムによる押圧か
ら解放されることで、前記ポールの径方向内面への押圧を解放して、該ポールが径方向内
側へ向かって移動することを許容する前記押圧部材と、前記カムを前記正方向に向けて付
勢して、前記ポールを径方向外側へ向けて移動させる付勢部材とを備えたことを要旨とす
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の車両用シートリクライニング装置において
、前記押圧部材は、前記ガイド壁の各対のうちのいずれか一方にのみ配置されていること
を要旨とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の車両用シートリクライニング装置において
、前記カムによって押圧される前記ポールの押圧部は、前記押圧部材を介して前記カムに
押圧される前記ポールの径方向内面の一部分と、前記カムに直接に押圧される前記ポール
の径方向内面の一つ又は二つの部分とからなり、各部分は前記ポールの径方向内面上にお
いて間隔をおいて配置されていることを要旨とする。
　請求項４に記載の発明は、シートクッション及びシートバックを備える車両に設けられ
る車両用シートリクライニング装置であって、該車両用シートリクライニング装置は、前
記シートクッション及び前記シートバックのいずれか一方に固定され、一対の相対向する
ガイド壁を有し、且つ円形状をなす第１アームと、前記シートクッション及び前記シート
バックの他方に固定され、第１歯を有し、前記第１アームに回転自在に支持される第２ア
ームと、前記第１歯に噛合可能な第２歯を有し、前記ガイド壁の間に配置されて、該ガイ
ド壁によって、前記第１アームにおける径方向に沿った移動が案内されるポールと、前記
第２アームに対して正方向および逆方向に選択的に回転可能に支持され、且つ前記ポール
に係合するカムであって、前記カムが前記正方向に回転するとき、前記第１歯が前記第２
歯に噛合するように前記ポールを前記径方向に沿って移動させ、前記カムが前記逆方向に
回転するとき、前記第１歯が前記第２歯から離間するように前記ポールを前記径方向に沿
って移動させる前記カムと、前記第１アームの径方向内側において前記ガイド壁の一方に
形成され、かつ前記第１アームの径方向外側から前記第１アームの径方向内側に向かって
前記ポールから離間するように傾斜する傾斜面と、前記傾斜面と前記ポールとの間に配置
される押圧部材とを備え、前記カムが前記正方向に回転するとき、前記押圧部材が該カム
に押圧されることにより前記ポールの面が押圧され、前記ポールは前記押圧部材の押圧に
より前記ガイド壁に押付けられつつ前記一対のガイド壁に沿って移動し、前記カムが前記
逆方向に回転するとき、前記カムによる前記押圧部材への押圧が解放され、前記押圧部材
による前記ポールの面への押圧が解放されて、前記一対のガイド壁に沿った径方向内側に
向かう前記ポールの移動が許容されることを要旨とする。
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